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は
じ
め
に

前
回
は
「
震
災
時
に
誰
が
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
の
か
」
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

「
被
災
者
の
支
援
」
と
ひ
と
く
ち
に
言
っ
て
も
、
精
神
面
・
物
質
面
・
情
報
面
と
い
う

3
種
類
の
支
援
が
あ
る
こ
と
や
、
被
災
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
で
異
な
る
支
援
者
を
評

価
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
見
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
調
査
に
お
け
る
質
問
項
目

の
作
り
か
た
、
わ
か
り
や
す
い
結
果
の
見
せ
か
た
と
い
っ
た
コ
ツ
に
つ
い
て
も
紹
介
し

ま
し
た
。

今
回
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
・
防
災
対
策
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
行
う
主

体
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
「
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
自
助
・
共

助
・
公
助
で
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
す
れ
ば
効
果
的
な
対
策
に
つ
な
が
る

の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
具
体
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
へ
の
社
会
調
査
結
果
を
紹
介

し
な
が
ら
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
に
お
け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の

在
り
方
」
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

1
．
大
災
害
で
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
が
必
要
不
可
欠

現
代
社
会
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、
そ
の
中
で
私
た

ち
は
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
高
度
に
発
達
し
た
社
会
で
災
害
が
起
き
る
と
、

被
害
の
出
か
た
や
復
旧
・
復
興
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
地
震
災
害
で
は

「
地
震
で
強
く
揺
れ
た
と
こ
ろ
で
、
人
が
亡
く
な
り
物
が
壊
れ
る
」
と
い
っ
た
単
純
な

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
1
開
発
地
域
に
お
け
る
斜
面
崩
壊
・
交
通
事
故
・
ガ
ス
爆
発
・

原
子
力
関
係
被
害
な
ど
と
い
っ
た
二
次
災
害
に
よ
る
被
害
の
多
様
化
・
巨
大
化
、
2
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
・
道
路
寸
断
な
ど
に
よ
る
被
災
範
囲
の
広
域
化
、
3
上
下
水
道
・
ガ

ス
・
道
路
・
鉄
道
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
伴
う
被
災
期
間
の
長
期
化
、
4

経
済
被
害
・
風
評
被
害
な
ど
に
よ
る
被
災
地
以
外
の
地
域
へ
の
影
響
な
ど
が
発
生
し
、

人
々
や
社
会
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
打
撃
を
受
け
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
三

つ
の
主
体
そ
れ
ぞ
れ
が
、
災
害
時
に
自
分
の
果
た
す
役
割
を
あ
ら
か
じ
め
事
前
対
策
・

事
後
対
策
と
し
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
自
助
と
は
自
分
自
身

や
家
族
、
共
助
と
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
組
織
、
公
助
と
は
国
・
地
方
自
治
体
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
な
ど
の
公
共
機
関
・
公
益
事
業
体
と
い
っ
た
災
害
対
応
従
事
者
を

指
し
ま
す
（
図
1
）。
被
害
の
小
さ
な
災
害
で
す
と
、
公
助
の
力
で
被
災
者
を
救
う
こ

と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震

の
よ
う
な
被
害
・
影
響
の
大
き
な
地
震
、
そ
し
て
東
海
・
東
南
海
・
南
海
連
動
地
震
と

い
っ
た
千
葉
県
か
ら
宮
崎
県
ま
で
が
被
災
地
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
広
域

災
害
に
お
い
て
は
、
公
助
の
対
応
能
力
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
消
防
・
警
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察
・
医
療
機
関
・
役
場
・
国
の
方
々

な
ど
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
被

災
者
・
被
災
社
会
全
体
に
対
し
て
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
特
に
こ
の
よ
う
な
災

害
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
自
助
・

共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

生
か
し
た
役
割
分
担
に
よ
っ
て
災
害

に
立
ち
向
か
い
、
乗
り
切
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

2
．
二
つ
の
異
な
る
災
害
被
災
者
の
教
訓
を
検
討
す
る

自
助
・
共
助
・
公
助
で
役
割
分
担
を
考
え
る
た
め
に
は
「
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
役

割
分
担
を
す
れ
ば
効
果
的
な
対
策
に
つ
な
が
る
の
か
」
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
私
た
ち
の
調
査
グ
ル
ー
プ
で
は
、
都
市
型
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
中
山
間
地
型

の
新
潟
県
中
越
地
震
の
二
つ
の
異
な
る
災
害
の
被
災
者
に
対
し
て
質
問
紙
調
査
を
行
い
、

「
実
際
に
災
害
を
経
験
し
た
被
災
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
」
を
明
ら
か

に
し
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
災
害
対
策
・
防
災
対
策
の
役
割
分
担
の
教
訓
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

図
2
が
１
９
９
５
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
図
3
が
２
０
０
４
年
新
潟
県
中
越
地
震

に
お
け
る
無
作
為
抽
出
の
社
会
調
査
の
結
果
で
す
。
具
体
的
に
は
「
地
震
災
害
に
対
す

る
防
災
に
つ
い
て
、
自
助
（
個
人
や
家
庭
で
の
取
り
組
み
）、
共
助
（
自
治
会
や
地
域

社
会
で
の
取
り
組
み
）、
公
助
（
行
政
の
取
り
組
み
）
と
い
う
三
つ
の
取
り
組
み
が
あ

り
う
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
あ
げ
る
活
動
を
行
う
場
合
、『
自
助
』、『
共
助
』、

『
公
助
』
を
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
で
行
う
こ
と
が
適
切
と
思
い
ま
す
か
。

例
に
な
ら
っ
て
、
合
計
10
割
に
な
る
よ
う
に
、『
自
助
』、『
共
助
』、『
公
助
』、
そ
れ
ぞ

れ
の
割
合
を
お
答
え
く
だ
さ
い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
、
個
人
住
宅
の
耐
震
化
、
食
料
・
飲
料
水
の
備

蓄
・
確
保
、
安
否
確
認
の
手
段
の
確
保
、
子
ど
も
に
対
す
る
防
災
教
育
、
地
域
の
危
険

地
域
の
見
回
り
、
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
の
把
握
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
避
難
所
の
運

営
、
広
域
避
難
場
所
の
確
保
・
整
備
と
い
う
合
計
10
項
目
に
加
え
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
調
査
で
は
津
波
注
意
報
・
警
報
の
伝
達
、
津
波
時
の
防
潮
扉
の
閉
鎖
と
い
う
津
波
に

関
す
る
2
項
目
、
新
潟
県
中
越
地
震
調
査
で
は
水
害
注
意
報
・
警
報
の
伝
達
、
水
害
時

の
水
門
の
閉
鎖
と
い
う
水
害
に
関
す
る
2
項
目
を
あ
げ
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
、
合
計
10
割
に
な
る
よ
う
に
三
つ
の
領
域
に
配
分
し
て
も
ら
う
形
式

で
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

図
の
読
み
方
で
す
が
、
図
2
を
見
る
と
、
例
え
ば
一
番
下
の
「
家
具
な
ど
の
転
倒
防

止
」
で
は
「
公
助
7.2
％
、
共
助
6.2
％
、
自
助
86
・
6
％
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
回
答

者
の
平
均
値
を
と
っ
た
も
の
で
「
実
際
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
被
災
者
は
、

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
は
、
自
助
中
心
（
86
・
6
％
）
で
行
う
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
．「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
役
割
分
担
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
災
害
を
超
え
た
一
般

性
が
あ
る

こ
の
よ
う
な
図
の
読
み
方
を
知
っ
た
う
え
で
、
図
2
と
図
3
の
結
果
を
し
ば
ら
く
見

比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
図
2
・
図
3
を
見
比
べ
る
と
、
地
域
特
性
も
災
害
規
模
も
違

う
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
新
潟
県
中
越
地
震
な
の
で
す
が
、
被
災
者
が
答
え
る
「
適
切

な
役
割
分
担
の
在
り
方
」
が
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
と
新
潟
県
中
越
地
震
と
い
う
地
域
特
性
も
被
害
規
模
も
異
な
る
災
害

に
お
い
て
、
共
通
す
る
10
項
目
に
つ
い
て
結
果
に
ど
の
よ
う
な
差
が
見
ら
れ
る
の
か
」

と
い
う
統
計
学
を
使
っ
た
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
検
証
の
方
法
は
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ

ん
が
、
興
味
の
あ
る
人
は
「
χ
（
カ
イ
）
二
乗
検
定
に
お
け
る
同
等
性
の
検
定
」
と
い

う
よ
う
な
単
語
で
統
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
こ
の
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
共
通
項
目
10
項
目
す
べ
て
に
お
い
て
統
計

図1：防災の担い手は誰か？
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的
に
意
味
の
あ
る
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ま
り
、
災
害
は
違
え
ど
も
自
助
・
共
助
・

公
助
の
役
割
分
担
の
割
合
は
統
計
的
に
同
じ

で
、
「
現
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
在
り
方
と
い
う
、
災
害
を
超

え
た
一
般
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
の

で
す
。

4
．「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
役
割
分
担

の
バ
ラ
ン
ス
に
は
4
種
類
あ
る

今
度
は
図
2
・
図
3
の
各
項
目
に
つ
い
て

自
助
・
共
助
・
公
助
の
割
合
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
す
る
と
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

役
割
分
担
の
割
合
（
バ
ラ
ン
ス
）
に
は
、
大

き
く
分
け
て
4
種
類
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
自
助
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

べ
き
」
と
い
う
対
策
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
に
は
「
家
具
な
ど
の
転
倒
防

止
」（
自
助
86
・
6
％
（
阪
神
）、
87
・
9
％

（
中
越
））
と
、「
個
人
住
宅
の
耐
震
化
」（
自

助
68
・
8
％
（
阪
神
）、
67
・
5
％
（
中
越
）

が
入
り
ま
す
。一
方
で
、二
つ
目
と
し
て
「
公

助
中
心
で
す
べ
き
」
と
い
う
対
策
の
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。「
広
域
避
難
場
所
の
確

保
・
整
備
」（
公
助
62
・
9
％
（
阪
神
）、

61
・
6
％
（
中
越
））、「
避
難
所
の
運
営
」（
公

そ
れ
ぞ
れ
小
数
点
第
2
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
図
3
に

は
自
助
・
共
助
・
公
助
を
足
し
合
わ
せ
た
と
き
に
100
％
に
な
ら
な
い

も
の
が
あ
る
。

図 2：1995 年阪神・淡路大震災被災者が認識する効果的な自助・共助・公助の役割分担（2005 年調査）

7.2

21.5

33.8

40.4

45.9

38.3

42.9

44.4

51.7

62.9

68.6

70.3

6.2

9.7

20.0

26.8

28.5

47.0

41.0

40.7

31.8

26.0

26.5

86.6

68.8

46.2

32.8

25.6

14.7

14.5

14.6

7.6

5.3

5.4

3.2

42.6

0% 20% 40% 80% 100%60%

津波時の防潮扉の閉鎖

津波注意報・警報の伝達

広域避難場所の確保・整備

避難所の運営

防災訓練の実施

高齢者など災害弱者の把握

地域の危険地域の見回り

子どもに対する防災教育

安否確認の手段の確保

食料、飲料水の備蓄・確保

個人住宅の耐震化

家具などの転倒防止

共
通
項
目

兵庫県（2006）生活復興調査 調査結果報告書，兵庫県報告書

公助 共助 自助
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6.6

23.6

34.8

33.6

43.1

32.1

37.7

40.4

49.6

61.6

56.1

58.3

5.4

8.9

21.0

29.6

29.2

51.4

43.9

42.8

32.9

36.3

37.3

87.9

67.5

44.2

36.9

27.7

16.5

16.4

15.7

7.7

5.5

7.7

4.4

45.9

水害時の水門の閉鎖

水害の注意報・警報の伝達

広域避難場所の確保・整備

避難所の運営

防災訓練の実施

高齢者など災害弱者の把握

地域の危険地域の見回り

子どもに対する防災教育

安否確認の手段の確保

食料、飲料水の備蓄・確保

個人住宅の耐震化

家具などの転倒防止

共
通
項
目

図 3：2004 年新潟県中越地震被災者が認識する効果的な自助・共助・公助の役割分担（2006 年調査）

KIMURA et al.（2007） Which Roles are Citizens and the Community to Play in the Field of Disaster Management?, 
2nd International Conference on Urban Disaster Reduction Proceedings.

公助 共助 自助
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助
51
・
7
％
（
阪
神
）、
49
・
6
％
（
中
越
））
が
入
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、

自
助
も
し
く
は
公
助
が
四
捨
五
入
で
50
％
を
超
え
る
一
方
で
、
残
り
の
二
つ
の
主
体
の

う
ち
の
一
つ
以
上
が
10
％
に
満
た
な
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
れ
ら
は
過
半
数
を
超
え
た

主
体
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
対
策
全
般
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、

効
果
的
な
対
策
推
進
に
つ
な
が
ら
な
い
と
実
際
の
被
災
者
は
結
論
づ
け
て
い
ま
し
た
。

「
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
」
や
「
個
人
住
宅
の
耐
震
化
」
に
つ
い
て
は
、
共
助
・
公
助

と
い
っ
た
他
者
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
推
進
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
「
こ
れ
ら

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
自
助
で
行
わ
な
け
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
っ
て
も
誰
も
助

け
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
自
己
責
任
の
考
え
方
を
深
く
浸
透
さ
せ
る
べ
き
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
「
共
助
と
公
助
が
協
力
す
べ
き
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
「
防
災
訓
練
の
実

施
」（
共
助
41
％
＋
公
助
44
・
4
％
＝
85
・
4
％
（
阪
神
）、
共
助
43
・
9
％
＋
公
助

40
・
4
％
＝
84
・
3
％
（
中
越
））、「
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
の
把
握
」（
共
助
42
・

6
％
＋
公
助
42
・
9
％
＝
85
・
5
％
（
阪
神
）、
共
助
45
・
9
％
＋
公
助
37
・
7
％
＝

83
・
6
％
（
中
越
））、「
地
域
の
危
険
地
域
の
見
回
り
」（
共
助
47
％
＋
公
助
38
・
3
％

＝
85
・
3
％
（
阪
神
）、
共
助
51
・
4
％
＋
公
助
32
・
1
％
＝
83
・
5
％
（
中
越
））
が

該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
共
助
と
公
助
を
足
す
と
8
割
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
で
、
公
助

か
共
助
ど
ち
ら
か
一
方
に
任
せ
て
い
て
は
だ
め
で
、
例
え
ば
公
助
が
制
度
的
・
経
済
的

な
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、
共
助
が
地
域
の
中
で
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
、
双
方
が
協
力
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
効
果
的
な
対
策
に
は
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

四
つ
目
の
最
後
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
3
主
体
が
互
い
に
協
力
す
べ
き
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
で
す
。「
子
ど
も
に
対
す
る
防
災
教
育
」（
自
助
25
・
6
％
＋
共
助
28
・

5
％
＋
公
助
45
・
9
％
（
阪
神
）、
自
助
27
・
7
％
＋
共
助
29
・
2
％
＋
公
助
43
・

1
％
（
中
越
））、「
安
否
確
認
の
手
段
の
確
保
」（
自
助
32
・
8
％
＋
共
助
26
・
8
％
＋

公
助
40
・
4
％
（
阪
神
）、
自
助
36
・
9
％
＋
共
助
29
・
6
％
＋
公
助
33
・
6
％
（
中

越
））、「
食
料
・
飲
料
水
の
備
蓄
・
確
保
」（
自
助
46
・
2
％
＋
共
助
20
％
＋
公
助
33
・

8
％
（
阪
神
）、
自
助
44
・
2
％
＋
共
助
21
％
＋
公
助
34
・
8
％
（
中
越
））
が
該
当
し

ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
ど
れ
も
が
20
％
以
上
で
、
自
助
・
共
助
・
公

助
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
協
力
し
て
推
し
進
め
て
い
か
な
い
と
効
果
的

な
対
策
に
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
安
否
確
認
に
お
い
て
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
効
果
的
な
安
否
確
認
を
達
成

す
る
た
め
の
制
度
づ
く
り
・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
で
は
地
方
自
治
体
と
協

力
し
て
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
の
安
否
確
認
リ
ス
ト
を
作
成
・
保
管
・
更
新
し
、
地
域

と
各
家
庭
の
協
力
の
も
と
に
安
否
確
認
手
段
の
確
保
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
安
否
確
認
対

策
は
推
進
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
災
害
を
経

験
し
た
被
災
者
の
教
訓
と
し
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
対
策
・
防
災
対
策
に
お
い
て
自

助
・
共
助
・
公
助
の
責
任
分
担
の
割
合
は
異
な
り
、
画
一
的
に
『
誰
か
が
頑
張
る
』
だ

け
で
は
防
災
対
策
は
上
手
く
い
か
な
い
」、「
行
政
な
ど
の
公
助
は
す
べ
て
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
表
に
立
っ
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
の
で
は
ダ
メ
で
、
裏
方
に
ま
わ
っ
て
共

助
や
自
助
が
中
心
に
な
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
べ
き
対
策
も
あ
る
」
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

5
．
自
助
・
共
助
・
公
助
の
責
任
分
担
は
3
：
3
：
4

も
う
少
し
、
分
析
を
進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
責
任
分
担
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
男
女
や
世
代
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
男

性
が
自
助
を
重
要
視
す
る
一
方
で
女
性
は
共
助
を
重
要
視
し
て
い
た
り
、
高
齢
世
代
が

自
助
を
尊
ぶ
一
方
で
若
い
世
代
は
公
助
な
ど
に
頼
る
傾
向
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
新
潟
県
中
越
地
震
の
10
項
目
の
対
策
を
す
べ

て
足
し
合
わ
せ
て
平
均
値
を
と
っ
て
、
防
災
対
策
全
体
で
見
た
自
助
・
共
助
・
公
助
の

責
任
分
担
の
割
合
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

性
別
に
よ
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
割
合
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
図
4
、
世
代

別
に
よ
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
割
合
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
図
5
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
み
る
と
、
１
９
９
５
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
２
０
０
４
年
新
潟
県
中
越
地
震

と
も
に
、
男
性
で
も
女
性
で
も
、
ま
た
20
・
30
代
で
も
40
・
50
代
で
も
60
代
以
上
で
も
、

自
助
・
共
助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
対
策
・
防
災
対
策
の
責
任
分
担
の
割
合
は

「
3
：
4
：
4
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
χ

（
カ
イ
）
二
乗
検
定
に
お
け
る
同
等
性
の
検
定
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
統
計
的
に
意
味
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の
あ
る
差
は
見
ら
れ
ず
、
同
じ
「
3
：
4
：
4
」
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。こ

れ
は
な
か
な
か
驚
き
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
性
別
・
世
代
に
か
か
わ
り
な
く
、

災
害
対
策
・
防
災
対
策
を
す
る
た
め
に
は
自
助
・
共
助
・
公
助
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
く
ら

い
ず
つ
の
責
任
分
担
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
図
2
・

図
3
で
見
た
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
対
策
を
見
て
い
く
と
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役

割
分
担
の
バ
ラ
ン
ス
は
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
防
災
対
策
全
体
を
推
進
す
る
た
め
に
は

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
す
べ
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
実
際
に
災
害
を
経
験
し
た
人
た
ち
の
結
論
だ
っ
た
の
で
す
。

6
．
主
役
は
自
助
で
あ
る
被
災
者
自
身

こ
う
や
っ
て
社
会
調
査
を
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
が
そ
れ
ぞ

れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
担
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
人
任

せ
で
は
な
く
「
自
助
」
つ
ま
り
「
被
災
者
自
身
」
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

話
が
発
展
し
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方
は
長
期
的
な
復
興
対
策
を
行
う
際
に
も
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
都
市
計
画
や
経
済
対
策
は
行
政
（
公
助
）、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
は
地

域
の
自
治
会
（
共
助
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
役
割
を
担
っ
て

復
興
を
行
う
と
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
た
な
い
ま
ま
「
ち
ぐ
は

ぐ
な
ま
ち
」
が
完
成
し
て
し
ま
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
例
に
と
る
と
、
行
政

が
作
っ
た
近
代
的
な
賃
貸
住
宅
と
、
道
幅
の
広
い
道
路
・
公
園
か
ら
な
る
「
お
し
ゃ
れ

な
ま
ち
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
地
域
で
は
、
震

災
前
の
住
民
は
他
地
域
へ
出
て
行
き
、
新
し
い
住
民
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
来
ず
、
一
時

期
は
「
ゴ
ー
ス
ト
・
タ
ウ
ン
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
地

域
に
は
も
と
も
と
高
齢
者
や
若
年
労
働
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
た
め
、
近
代
的
な
賃
貸

住
宅
の
高
い
家
賃
を
払
う
力
が
な
く
、
ま
た
、
近
所
の
商
店
街
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

ち
ょ
っ
と
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
お
し
ゃ
れ
な
賃
貸
住
宅
に
出
店
し
た
お
し
ゃ
れ
な
店
は
彼
ら
に
と
っ

て
必
要
が
な
い
し
、
広
す
ぎ
る
道
は
横
断
に
は
不
便
で
、
交
通
事
故
や
ひ
っ
た
く
り
な

ど
の
犯
罪
も
心
配
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
お
互
い
の
顔
の
見
え
る
付
き

合
い
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
近
代
的
賃
貸
住
宅
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し

て
人
々
は
ま
ち
を
去
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
復
興
す
る
に
は
、
や

は
り
被
災
者
自
身
（
自
助
）
が
「
こ
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
意
思
を
表
明

図 4：自助・共助・公助の責任分担（性別）

そ
れ
ぞ
れ
小
数
点
第
2
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
図
4
・
図
5
に
は

自
助
・
共
助
・
公
助
を
足
し
合
わ
せ
た
と
き
に
100
％
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
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阪神・淡路大震災、新潟県中越地震それぞれにおいて、男女間に統計的に
意味のある差は見られなかった

阪神・淡路大震災、新潟県中越地震それぞれにおいて、各世代間に統計的に
意味のある差は見られなかった

KIMURA et al.（2007） Which Roles are Citizens and the Community to Play in the Field of 
Disaster Management?, 2nd International Conference on Urban Disaster Reduction Proceedings.

図 5：自助・共助・公助の責任分担（世代別）
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し
、
地
域
（
共
助
）
が
そ
の
意
見
を
ま
と
め
、
行
政
（
公
助
）
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て

復
興
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
ま
と
め
役
が
住
民
の
意
見
を

ま
と
め
て
、
行
政
と
ね
ば
り
強
い
交
渉
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害

が
発
生
し
て
、
い
き
な
り
誰
か
が
そ
の
役
を
担
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
や
は
り
日
ご
ろ

か
ら
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
組
織
に
住
民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
「
組
織
」
を
力
の
あ
る
状
態
に
維
持
し
続
け
る
努
力
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

今
回
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
災
害
対
策
・
防
災
対
策
に
お
い
て
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
割
合
は
異
な

り
、
画
一
的
に
誰
か
が
頑
張
る
だ
け
で
は
防
災
対
策
は
上
手
く
い
か
な
い
」
こ
と
、

「
地
域
特
性
や
性
別
・
世
代
を
超
え
た
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
責
任
分
担
の
一
般
性

が
あ
る
」
こ
と
、「
長
期
的
な
復
興
対
策
に
お
い
て
も
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

次
回
は
「
震
災
に
よ
っ
て
人
々
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
」
と
い
う
震
災
が
人
々
の
人

生
に
与
え
た
影
響
・
教
訓
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

木
村
玲
欧
（
き
む
ら
れ
お
）

　

１
９
７
５
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
京
都
大
学
大
学
院
を
経
て
、

２
０
０
３
年
よ
り
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
助
手
（
名
古
屋
大
学
災
害
対
策
室
助

手
を
併
任
）
を
勤
め
る
。
２
０
０
７
年
４
月
よ
り
助
教
。
博
士
（
情
報
学
）（
京
都
大
学
）、

認
定
心
理
士
、
専
門
社
会
調
査
士
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
を
は
じ
め
、
１
９
４

４
年
東
南
海
地
震
、
１
９
４
５
年
三
河
地
震
な
ど
を
事
例
と
し
た
、
被
災
者
心
理
・
行
動
、

生
活
再
建
過
程
の
解
明
と
被
害
想
定
手
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
名
古
屋
市
「
地
域
特
性

に
応
じ
た
防
災
力
向
上
検
討
委
員
会
」
委
員
、
内
閣
府
「
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門

調
査
会 

東
南
海
地
震
・
三
河
地
震
分
科
会
」
委
員
な
ど
も
歴
任
す
る
。

　

著
書
に
『
12
歳
か
ら
の
被
災
者
学
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）、『
三
河
地
震
60
年
目
の
真
実
』（
中

日
新
聞
社
）、『
超
巨
大
地
震
が
や
っ
て
き
た

－

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
に
学
べ
』（
時
事
通
信

社
）、『
い
ま
活
断
層
が
危
な
い

－

中
部
の
内
陸
直
下
型
地
震
』（
中
日
新
聞
社
）な
ど
が
あ
る
。

〈
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

皆
さ
ん
は
、
災
害
に
備
え
て
何
か
準
備
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら

で
き
る
地
震
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
地
震
対
策
と
し
て
は
、

・
家
庭
で
地
震
対
策
の
こ
と
を
話
し
合
う
（
家
族
防
災
会
議
）。

・
自
分
の
家
は
地
震
が
起
き
て
も
大
丈
夫
か
確
認
す
る
。

・
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る
。

・
家
具
な
ど
の
転
倒
、
落
下
防
止
を
す
る
。

・
非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
を
準
備
す
る
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

東
海
地
震
が
予
知
さ
れ
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
地
震
が
発
生
す
る
ま
で
2

〜
3
日
（
ま
た
は
数
時
間
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
震
が
発
生
し
、
道
路
な
ど
が

被
害
を
受
け
る
と
、
物
資
が
流
通
す
る
ま
で
に
数
日
か
か
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
食
料
な
ど
は
7
日
分
程
度
を
備
え
て
お
く
と
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
す
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
3
日
分
程
度
を
非
常
食
と
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
飲
料
水
は
一
人
１
日
何
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

一
人
１
日
、
約
3
リ
ッ
ト
ル
は
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
震
対
策
に
よ
っ
て

被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

地
震
に
備
え
て
、
で
き
る
対
策
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
日
ご
ろ
か
ら
の
地
震
対
策
」（
平
成
19
年
2
月
16
日　

放
送
）

予
防
部
予
防
課
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